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農林水産省登録 ： 第24031号

種　類 ： ピラクロストロビン・ボスカリド水和剤
成　分 ： ピラクロストロビン・・・6.8％　ボスカリド・・・ 13.6％
性　状 ： 褐色水和性細粒及び微粒
規　格 ： 500g X 8袋
化学名 ： 

●ラベルをよく読んでください。　●記載以外には使用しないでください。　●小児の手の届くところに置かないでください。　●空袋は圃場などに放置せず、適切に処理してください。

散布液調製の際は、水をかきまぜながら本剤の所定量を徐々に加えて
ください。
薬剤耐性菌の出現を防ぐため、本剤の過度の連用はさけ、なるべく作用性
の異なる薬剤との輪番で使用してください。
根重の増加を目的として散布する場合、高温時の根が衰退する時期に
あわせて使用してください。
蚕に対して影響があるので付近に桑畑があるときはかからないように注意
して散布してください。
本剤の使用に当たっては、使用量、使用時期、使用方法を誤らないように
注意し、特に初めて使用する場合は病害虫防除所等関係機関の指導を
受けてください。
誤飲、誤食などのないよう注意してください。誤って飲み込んだ場合には
吐き出させ、直ちに医師の手当を受けさせてください。本剤使用中に身体
に異常を感じた場合には直ちに医師の手当を受けてください。
本剤は眼に対して刺激性があるので眼に入らないよう注意してください。
眼に入った場合には直ちに水洗し、眼科医の手当を受けてください。
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本剤は皮膚に対して刺激性があるので皮膚に付着しないよう注意して
ください。付着した場合には直ちに石けんでよく洗い落としてください。
散布の際は農薬用マスク、手袋、長ズボン・長袖の作業衣などを着用して
ください。作業後は手足、顔などを石けんでよく洗い、うがいをするととも
に洗眼してください。
かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意してください。
公園等で使用する場合は、散布中及び散布後（少なくとも散布当日）に小児
や散布に関係のない者が散布区域に立ち入らないよう縄囲いや立て札を
立てるなど配慮し、人畜等に被害を及ぼさないよう注意を払ってください。
水産動植物（魚類）に影響を及ぼすおそれがあるので、河川、養殖池等に
飛散、流入しないよう注意して使用してください。
使用残りの薬液が生じないように調製を行い、使いきってください。散布器
具及び容器の洗浄水は、河川等に流さないでください。また、空容器、空袋
等は水産動植物に影響を与えないよう適切に処理してください。
直射日光をさけ、食品と区別して、なるべく低温で乾燥した場所に密封して
保管してください。

使用上の注意事項

適用病害と使用方法

成分・性状・物理化学的性質・規格 人畜･環境への高い安全性
人畜毒性（製剤） ： 普通物（毒劇物に該当しないものをさしていう通称）

LD50（ラット、経口） 500～2000mg/kg
LD50（ラット、経皮） ＞2000mg/kg

魚毒性（製剤） 
コイ　　　　　LC50 0.28mg/L（96時間）
オオミジンコ　EC50 0.46mg/L（48時間）
緑藻　　　　　EbC50 6.1mg/L（0～72時間）

西洋芝
(ベントグラス)

西洋芝
(バーミューダグラス)

日本芝
(こうらいしば)

葉腐病(ブラウンパッチ)
赤焼病
ピシウム病
炭疽病

ダラースポット病
フェアリーリング病

葉腐病(ブラウンパッチ)
赤焼病
ピシウム病
炭疽病

ダラースポット病

作物名 適用病害名 希釈倍数 使用時期使用液量 使用
方法

ボスカリドを含む
農薬の総使用回数

散布 3回以内

ピラクロストロビンを含む
農薬の総使用回数

3回以内
発病前
～

発病初期

本剤の
使用回数

3回以内

750
～

1000倍 500mL/m2

200倍

1000倍

200倍

400倍

1000倍

100mL/m2

100mL/m2

200mL/m2

500mL/m2

西洋芝
(ベントグラス) 根重の増加

カーブラリア葉枯病

カーブラリア葉枯病

フェアリーリング病

作物名 使用目的 希釈倍数 使用時期使用液量 使用
方法

ボスカリドを含む
農薬の総使用回数

散布 3回以内

ピラクロストロビンを含む
農薬の総使用回数

3回以内芝生育期

本剤の
使用回数

2回以内
1000倍 500mL/m2

200倍 100mL/m2

ピラクロストロビン
メチル=N-{2-[1-(4-クロロ
フェニル)-1H-ピラゾール
-3-イルオキシメチル]フェニ
ル}(N-メトキシ)カルバマート

ボスカリド
2-クロロ-N-(4’-クロロビフェ
ニル-2-イル)ニコチンアミド

構造式
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イントリンジック

BASF社の登録商標

芝生用/殺菌剤・植物成長調整剤

〒103-0022 東京都中央区日本橋室町3丁目4番4号 OVOL日本橋ビル3階
　  0120-014-660　https://turf-ornamentals.basf.co.jp/

　殺菌剤分類 7,11



無処理区

オナーWDG 1000倍（0.5g/m2）
A剤（0.3mℓ/m2）

西洋芝（ベントグラス）の幅広い病害に対する高い防除効果

国内初の「根重の増加」登録

異なる作用機作をもつ「ピラクロストロビン」と「ボスカリド」　　　

オナーWDGの3つの特徴

病害管理＋「根重の増加」
夏越しに貢献する革新的ソリューション

幅広い抗菌スペクトラムを有し、優れた予防・治療効果を示す

ベントグラスの夏越しに貢献する国内初の「根重の増加」の登録

夏場でもベントグラスへの高い安全性を有する

■炭疽病、ピシウム病併発の同時防除■炭疽病

試験場所 ： 香川県内ゴルフ場　ナセリー
供試芝 ： ベントグラス
発病程度 ： 多発生
散布水量 ： オナーWDG（500ml/㎡）
　　　　　C剤（500ml/㎡）
処理日 ： 8月9日（発病後）
調査日 ： 8月16日、8月26日

試験場所 ： 香川県内ゴルフ場　ナセリー
供試芝 ： ベントグラス
発病程度 ： 多発生
散布水量 ： オナーWDG（500ml/㎡）
　　　　　A剤（300ml/㎡）
処理日 ： 4月18日（発病後）
調査日 ： 5月2日
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）

試験場所 ： 山口県内ゴルフ場　ナセリー
供試芝 ： ベントグラス
発病程度 ： 多発生
散布水量 ： 500ml/㎡
処理日 ： 7月3日（発病後）
調査日 ： 7月15日、7月28日

15.0

［2016年、緑地科学研究会］［2016年、緑地科学研究会］

4月18日処理時 5月2日調査
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試験場所 ： 広島県内ゴルフ場　ナセリー
供試芝 ： ベントグラス（ペンクロス）
発病程度 ： 中発生
散布水量 ： 500ml/㎡
処理日 ： 7月26日（発病前）
調査日 ： 8月10日

試験場所 ： 山形県内ゴルフ場　ナセリー
供試芝 ： ベントグラス
発病程度 ： 多発生
散布水量 ： 500ml/㎡
処理日 ： 6月10日（発病前）
調査日 ： 6月24日、7月10日

無処理区に比べ高い効果を示し、対照薬剤より高い効果を示した。
薬害は認められなかった。

無処理区に比べ高い効果を示し、対照薬剤と同等の効果を示した。
薬害は認められなかった。

無処理区に比べ高い効果を示し、対照薬剤より高い効果を示した。
薬害は認められなかった。

無処理区に比べ高い効果を示し、対照薬剤より高い効果を示した。
薬害は認められなかった。

無処理区に比べ高い効果を示し、対照薬剤より高い効果を示した。
薬害は認められなかった。

■赤焼病
［2016年、新中国グリーン研究所］

■ダラースポット病
［2015年、緑地科学研究会］

■ブラウンパッチ
［2015年、緑地科学研究会］

●「根重の増加」の試験結果

●夏越しに貢献する
　オナーWDG®の散布提案

ピラクロストロビン（QoI）
●ストロビルリン系化合物。
●葉内への浸達性を有し、耐雨性に優れる。
●幅広い抗菌スペクトラムを有し、
　主に予防効果に優れ、治療効果も示す。
●「根重の増加」に寄与する。
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■フェアリーリング病

試験場所 ： 香川県内ゴルフ場　ナセリー
供試芝 ： ベントグラス
発病程度 ： 中発生
散布水量 ： 500ml/㎡　　
処理日 ： 9月7日
調査日 ： 9月21日、10月2日

［2015年、緑地科学研究会］

無処理区に比べ高い効果を示し、対照薬剤と同等の効果を示した。
薬害は認められなかった。

無処理区と比べ6月処理、7月処理、6月・7月処理（2回処理）いずれの区においても
根重の増加を示した。無処理区と比較し高温期の根部衰退軽減が確認された。

* – (なし)　～　++（濃緑）

H剤（0.3mℓ/m2）
無処理区

オナーWDG 1000倍（0.5g/m2）
G剤（1.0mℓ/m2）

夏場のベントグラスへの高い安全性

[オナーWDG 2回処理] [無処理区]

薬害無しベントグラス

作物名 薬量/m2 調査月日水量/m2 薬害

500mℓ
1.33g

2.66g

散布日

8月27日
9月4日

9月15日

［2015年、緑地科学研究会  香川県内ゴルフ場］

薬害無しベントグラス

作物名 薬量/m2 調査月日水量/m2 薬害

500mℓ
1.0g

2.0g

散布日

8月10日 8月25日

［2016年、緑地科学研究会  福岡県内ゴルフ場］

倍量試験、連用試験いずれも植物体地上部、根部に薬害は確認されなかった。

供試薬剤 薬量(g/㎡)

リングの色調*

9月7日 9月21日 10月2日

オナーWDG 0.5 ++,++,++ –, –, – –, –, –

–, –, – –, –, –I剤

無処理

0.125 ++,++,++

++,++,++ ++,++,++ ++,++,++

無処理区(100%)と比較した各処理区の根重増減率（%）
試験場所 ： 広島県内ゴルフ場　ナセリ―
供試芝 ： ベントグラス
耕種状況 ： 4.3mmで毎日刈込実施
施肥状況 ： 液肥 1回/2週間
試験条件 ： 7、8月は高温、強日射の日が続いた
投下薬量 ： 0.5g/㎡
散布水量 ： 500ml/㎡
処理日 ： 6月処理 ・ 6月14日、7月処理 ・ 7月19日
調査日 ： 6月14日、7月19日、8月23日、9月21日
無処理区の根重 ： 6月14日：0.37g、7月19日：0.53g、8月23日：0.11g、9月21日：0.11g 
・試験区画：3区制、2mx1m=2㎡
・根重はソイルサンプラーで掘り取り後、水で洗浄、6日間風乾後測定
・根重は3区の平均値

ベントグラスは常に様々なストレスにさ
らされていますが、特に夏場は高温・乾燥
ストレスも加わり、根部が衰退しやすい
過酷な季節です。根部が衰退すると生育
に影響を与えるため、根部の生長を維持
することが重要です。

5月 6月 7月 8月 9月

145 145145 145

191

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

●ミトコンドリアの電子伝達系と作用機作（イメージ図）

●散布のタイミング（例）
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ボスカリド ピラクロストロビン

Intrinsic®（イントリンジック®）は芝生における、病害管理の枠を超えた
ベネフィットを提供する革新的なソリューションです

試験場所：福岡県内ゴルフ場　ナセリー
供試芝 ： ベントグラス
投下薬量 ： 0.5g/㎡
散布水量 ： 500ml/㎡
処理日 ： 6月21日、7月28日（2016年）
調査日 ： 8月25日
試験機関 ： 緑地科学研究会

※おすすめの散布月は地域によってタイミングが異なります。

散布適期

高温などのストレスを受ける前

高温などのストレスを受けている時

高温などのストレスの後



無処理区

オナーWDG 1000倍（0.5g/m2）
A剤（0.3mℓ/m2）

西洋芝（ベントグラス）の幅広い病害に対する高い防除効果

国内初の「根重の増加」登録

異なる作用機作をもつ「ピラクロストロビン」と「ボスカリド」　　　

オナーWDGの3つの特徴

病害管理＋「根重の増加」
夏越しに貢献する革新的ソリューション

幅広い抗菌スペクトラムを有し、優れた予防・治療効果を示す

ベントグラスの夏越しに貢献する国内初の「根重の増加」の登録

夏場でもベントグラスへの高い安全性を有する

■炭疽病、ピシウム病併発の同時防除■炭疽病

試験場所 ： 香川県内ゴルフ場　ナセリー
供試芝 ： ベントグラス
発病程度 ： 多発生
散布水量 ： オナーWDG（500ml/㎡）
　　　　　C剤（500ml/㎡）
処理日 ： 8月9日（発病後）
調査日 ： 8月16日、8月26日

試験場所 ： 香川県内ゴルフ場　ナセリー
供試芝 ： ベントグラス
発病程度 ： 多発生
散布水量 ： オナーWDG（500ml/㎡）
　　　　　A剤（300ml/㎡）
処理日 ： 4月18日（発病後）
調査日 ： 5月2日
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試験場所 ： 山口県内ゴルフ場　ナセリー
供試芝 ： ベントグラス
発病程度 ： 多発生
散布水量 ： 500ml/㎡
処理日 ： 7月3日（発病後）
調査日 ： 7月15日、7月28日

15.0

［2016年、緑地科学研究会］［2016年、緑地科学研究会］

4月18日処理時 5月2日調査
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試験場所 ： 広島県内ゴルフ場　ナセリー
供試芝 ： ベントグラス（ペンクロス）
発病程度 ： 中発生
散布水量 ： 500ml/㎡
処理日 ： 7月26日（発病前）
調査日 ： 8月10日

試験場所 ： 山形県内ゴルフ場　ナセリー
供試芝 ： ベントグラス
発病程度 ： 多発生
散布水量 ： 500ml/㎡
処理日 ： 6月10日（発病前）
調査日 ： 6月24日、7月10日

無処理区に比べ高い効果を示し、対照薬剤より高い効果を示した。
薬害は認められなかった。

無処理区に比べ高い効果を示し、対照薬剤と同等の効果を示した。
薬害は認められなかった。

無処理区に比べ高い効果を示し、対照薬剤より高い効果を示した。
薬害は認められなかった。

無処理区に比べ高い効果を示し、対照薬剤より高い効果を示した。
薬害は認められなかった。

無処理区に比べ高い効果を示し、対照薬剤より高い効果を示した。
薬害は認められなかった。

■赤焼病
［2016年、新中国グリーン研究所］

■ダラースポット病
［2015年、緑地科学研究会］

■ブラウンパッチ
［2015年、緑地科学研究会］

●「根重の増加」の試験結果

●夏越しに貢献する
　オナーWDG®の散布提案

ピラクロストロビン（QoI）
●ストロビルリン系化合物。
●葉内への浸達性を有し、耐雨性に優れる。
●幅広い抗菌スペクトラムを有し、
　主に予防効果に優れ、治療効果も示す。
●「根重の増加」に寄与する。
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■フェアリーリング病

試験場所 ： 香川県内ゴルフ場　ナセリー
供試芝 ： ベントグラス
発病程度 ： 中発生
散布水量 ： 500ml/㎡　　
処理日 ： 9月7日
調査日 ： 9月21日、10月2日

［2015年、緑地科学研究会］

無処理区に比べ高い効果を示し、対照薬剤と同等の効果を示した。
薬害は認められなかった。

無処理区と比べ6月処理、7月処理、6月・7月処理（2回処理）いずれの区においても
根重の増加を示した。無処理区と比較し高温期の根部衰退軽減が確認された。

* – (なし)　～　++（濃緑）

H剤（0.3mℓ/m2）
無処理区

オナーWDG 1000倍（0.5g/m2）
G剤（1.0mℓ/m2）

夏場のベントグラスへの高い安全性

[オナーWDG 2回処理] [無処理区]

薬害無しベントグラス

作物名 薬量/m2 調査月日水量/m2 薬害

500mℓ
1.33g

2.66g

散布日

8月27日
9月4日

9月15日

［2015年、緑地科学研究会  香川県内ゴルフ場］

薬害無しベントグラス

作物名 薬量/m2 調査月日水量/m2 薬害

500mℓ
1.0g

2.0g

散布日

8月10日 8月25日

［2016年、緑地科学研究会  福岡県内ゴルフ場］

倍量試験、連用試験いずれも植物体地上部、根部に薬害は確認されなかった。

供試薬剤 薬量(g/㎡)

リングの色調*

9月7日 9月21日 10月2日

オナーWDG 0.5 ++,++,++ –, –, – –, –, –

–, –, – –, –, –I剤

無処理

0.125 ++,++,++

++,++,++ ++,++,++ ++,++,++

無処理区(100%)と比較した各処理区の根重増減率（%）
試験場所 ： 広島県内ゴルフ場　ナセリ―
供試芝 ： ベントグラス
耕種状況 ： 4.3mmで毎日刈込実施
施肥状況 ： 液肥 1回/2週間
試験条件 ： 7、8月は高温、強日射の日が続いた
投下薬量 ： 0.5g/㎡
散布水量 ： 500ml/㎡
処理日 ： 6月処理 ・ 6月14日、7月処理 ・ 7月19日
調査日 ： 6月14日、7月19日、8月23日、9月21日
無処理区の根重 ： 6月14日：0.37g、7月19日：0.53g、8月23日：0.11g、9月21日：0.11g 
・試験区画：3区制、2mx1m=2㎡
・根重はソイルサンプラーで掘り取り後、水で洗浄、6日間風乾後測定
・根重は3区の平均値

ベントグラスは常に様々なストレスにさ
らされていますが、特に夏場は高温・乾燥
ストレスも加わり、根部が衰退しやすい
過酷な季節です。根部が衰退すると生育
に影響を与えるため、根部の生長を維持
することが重要です。
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●ミトコンドリアの電子伝達系と作用機作（イメージ図）

●散布のタイミング（例）
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ボスカリド ピラクロストロビン

Intrinsic®（イントリンジック®）は芝生における、病害管理の枠を超えた
ベネフィットを提供する革新的なソリューションです

試験場所：福岡県内ゴルフ場　ナセリー
供試芝 ： ベントグラス
投下薬量 ： 0.5g/㎡
散布水量 ： 500ml/㎡
処理日 ： 6月21日、7月28日（2016年）
調査日 ： 8月25日
試験機関 ： 緑地科学研究会

※おすすめの散布月は地域によってタイミングが異なります。

散布適期

高温などのストレスを受ける前

高温などのストレスを受けている時

高温などのストレスの後






